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「今と昔を比較して考えることができる」世界史授業の実践 

―ジグソー学習などを活用した主題学習の取り組み― 

 

千葉県立○○○○高等学校 

○○ ○（世界史） 

１．はじめに 

小学校での３年間の勤務経験を経て，高等学校へ異動となった私にとって，「高校で授業をどう

展開していくか」は大きな課題であった。地理歴史科・公民科の教員として，講義を中心にした

授業の大切さは理解していた。しかし，生徒の興味・関心を引き出し，将来の社会に参画し，１

人の社会人として生活していく生徒にどのような授業を展開していけば，歴史や公民の授業の理

解が得られるのか様々な不安があった。そんな時，佐藤学の「欧米諸国の学校を訪問しますと，

黒板と教卓があって机と椅子が一方向に並べられ，教師が教科書を中心に説明し生徒がノートを

とるという授業風景は，もはや博物館に入っています。（中略）生徒が４，５人ずつテーブルに座

って特定のテーマを中心に創造的，探究的に協同学習を行」い，「創造的な思考とコミュニケーシ

ョンによって質の高い本質的な内容を探究し表現し共有する学びへ変化」しているとの言葉（佐

藤学『教育の方法』，2010）に出会い，先進国を中心に世界的に学校教育の内容や方法が転換を迎

えていることを知った。 

新学習指導要領が告示され，言語活動の充実が明記された。背景には，ＰＩＳＡ調査などの各

種調査における日本の児童・生徒の実態が大きく関係している。日本の生徒・児童は，従来から

指摘されてきたコミュニケーション能力欠如に対しての課題だけでなく，ＰＩＳＡ調査などから

思考力・判断力・表現力にも課題があることが判明し，佐藤の指摘にもあるようにコミュニケー

ションをはじめとした言語活動の充実が高等学校をはじめ，学校にも求められるようになってき

た。 

しかし，高校の授業では、周知のように，新学習指導要領が目指す，「記録，要約，説明，論述」

などを含めた「言語活動」を展開した学習活動は，地理歴史科・公民科はもちろんのこと，他教

科においても十分に展開されていないのが現状ではないだろうか。 

私が日々，授業をはじめとした教育活動で向き合っている生徒は，早ければ高校卒業後または，

専門学校，短期大学，大学卒業後には社会人となり活躍する。彼らは，人と関わり，人と交流す

るというコミュニケーションを通して，仕事し社会生活を営む。つまり，仕事や暮らしなどの社

会生活においてコミュニケーション能力や表現力が求められる。そのため，高校生にはこれらの

能力を卒業までに身に付けさせたい。 

２．主題設定 

 （１）学習指導要領から－主題学習－ 

平成 25 年度から実施される新学習指

導要領では，世界史Ａ・Ｂに共通して，

①科目相互の関連の重視，②課題を探究する学習を柱とする言語活動の充実，③地図や年表など

様々な資料を活用した学習の一層の重視が基本的な考え方としてうたわれている。また，「３ 内

容の取扱い」の（３）に「主題を設定して行う学習」が世界史Ａ・Bに共通して記されている。

そこで上記，地理歴史科における新指導要領①から③の基本的な考え方，改訂の趣旨，改訂の要

点など改訂に関する内容を踏まえ，言語活動，教科横断（科目間の関連）,現代的視点（近現代史
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の充実）の連携を取り入れた，主題を設定して行う学習（以下，「主題学習」）」を考えていくこと

にした。 

上記を連携させる「主題学習」授業を検討し，その結果，Ⅰ社会保障史「年金学習」，Ⅱスポー

ツ史「オリンピック学習」，Ⅲ食の歴史「コーヒー史」，Ⅳ国際関係史「宗教学習」，Ⅴ民族史「第

一次世界大戦」についての授業を考えた。ⅠからⅤの授業を展開すれば，学習指導要領の地理歴

史科の「改善の具体的事項」などに記された授業が展開できると考えた。また，本授業を展開し

ていくことで，生徒に対して「過去と現代」のつながりに気づかせることができ，科目間の関連

（教科横断）や現代的視点（近現代史の充実）を意識した授業ともなる。

 

（２）過去の上に現在の生活があることを意識できる世界史授業の試み 

私は，小学校勤務において，小学３，４，６年生の担任をした。音楽，書写の授業を除く，全

ての授業を担当し，社会科に限らずどの教科においても言語活動的な学習方法を展開してきた。

言語活動的な教育活動は，私だけが展開していた訳ではない。図１から「話し合い学習」や「調

べ学習」など，言語活動的な取組は，生徒の 85％が小学校時代に，65％が中学校時代に経験した

と答えているように，小・中学校では，様々な授業で展開されている。一方，高校の授業では９％

しか「経験した」と答えていない。このことからも分かるように，「話し合い学習」「調べ学習」

の経験は，上級学校へ進むにしたがい減少し，特に，高校での減少が顕著である。 

さて生徒は，「歴史の授業がどんな授業だったら意欲が湧く」（図２）と考えているのだろうか。

アンケートでは，講義形式が一番多い。理由としては，「話し合いがあまりない方がいい」や「教

科書には載っていない。歴史の裏側とか，豆知識とか」「世界史に関係する話がたくさん聞きたい」

というコメントが多かった。一方，４割以上の生徒が「話し合い，調べ学習」による，授業なら

ば意欲が湧くと答えている。また，講義形式を選択した生徒のコメントにも「基本板書でたまに

プリントや話し合いをはさむ感じ」や「黒板に書いたことをノートにまとめるのはもちろん，先

生の話しを聞いてノートに付け加えていくのがいいと思います。調べ学習や話し合い（演習）形

式は年に２，３回くらいでちょうど良いと思うのですが･･･」との意見があり，講義形式が意欲が

湧く生徒の中にも「調べ学習」や「話し合い（演習）」学習，つまりは言語活動的な学習に取り組

みたい生徒がいることは分かる。 
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歴史が好きな生徒，興味や関心がある生徒は多くいる。しかし，日本史に比べ世界史に対して

の興味・関心は極めて低く 25％程度であった。生徒の世界史への興味・関心が低い理由としては，

「幅広い」「覚えられない」「カタカナが苦手」「条約とか事件とかが多いから」というものであっ

た。「世界史の授業がどんなだったら良いか」との問いに， 

との生徒のコメントがあった。生徒は，「歴史を過去（昔）の出来事として捉え，現在の問題に

関係していることに気がつけない」ことが世界史の興味・関心を低くしている理由と言える。 

図４の生徒への実態調査でも「現在と歴史（過去）が関わっていることを感じたことがあるか」

との質問に，生徒の 60％が「ない」という回答をしている。この回答からも，生徒が歴史と現代

社会につながりを意識していないことが分かる。 

しかし，図３，４の２年生の解答に注目すると，「世界史が好き」「現在と歴史（過去）が関わ

っていると感じたことがある」が他学年に比べ高かった。２年生のコメントなどには，図３「世

界史が好き」では，「ヨーロッパの歴史が好き」や「今，当たり前のことがどのように生まれたか

分かる」，「色んな文化とかでてくる」ということが，図４「現在と歴史（過去）が関わっている

と感じたことがある」では，「歴史を学ぶことで，現代の社会に活かせることができる」や「昔の

風習などが今だ
マ マ

に残っている国があるところ」という理由が記されており，他学年に比べ「現在

と歴史（過去）」を意識している生徒が多くいた。そのことが世界史に対しての知識や興味・関心

を高めていることがわかった。（図１～４は，平成 23 年 10 月実施、１年 40名、２年 38名、３年

38 名） 

また，「どんなところで，現代の社会

と歴史（世界史）が関わっていると

感じますか。（言葉で）」とのアンケ

ートに， 

・「差別の歴史は今も残っている（１年）」・「有色人種への差別（１年）」・「昔の文化や伝統を受けついでいると
ころ。（１年）」  
・「昔につくられた制度とかが，少し形が変わって現代でもつかわれていたりする。（１年）」 
・「東日本大震災で，津波が押し寄せてくる高さを示した碑を昔の人がつくっていて，今回の津波もその碑には
達しなかったこと。（１年）」 
・「アメリカ軍基地があることとか，昔戦争があったんだって思う。（２年）」 
・「日本ではアメリカや他の国と条約を結んでいて，沖縄が苦しんでると感じた。（２年）」 
・「歴史で決められた規則や法が現代に引き続いているから関わっていると感じます。（２年）」 
・「現代社会は今まであったことのつみかさねでできてる人だから関係ないことはそんなないと思う。（２年）」 
・「昔の物や考えが今の現代につながっていると思いました。（２年）」  
・「世襲制とか・・・。（３年）」 ・「過去の歴史があったからこそ，今の社会があると思うから。（３年）」 
・「過去があって今があり，今があって未来。直接的ではなくても必ずどこかでつながってると思う。（３年）」 

 

・現代世界史みたいな感じで，昔のことはどうでもいいから今現在どんな問題があり，それによってどのよう
に日本に影響を及ぼすかが知りたい。 
・年代的にあまり古すぎず，現代とのつながりを明確に教えてくれる授業。 
・現代との関わりをうまく関連させて教えてくれたら･･･。 
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図２ 歴史の授業がどんな授業だったら意欲が湧きますか
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との回答があり，２年生に限らず約３分の１程度の生徒が現在と歴史のつながりを意識してい

ることが分かった。 

歴史の教員として，歴史とは現在の事象にも大きく関係していることに気づかせたい。生徒が

現在と歴史の関わりを理解していけば，生徒の世界史学習への意識も変化し，意欲を持って授業

に取り組めるようになると考えるからである。以上のことから，過去の上に現在の生活があるこ

とを意識できる世界史授業を考えていくこととした。 

 

３．授業方法―ジグソー学習・ポスターセッション― 

本研究では「言語活動」「教科横断（科目間の関連）」「現代的視点（近現代史の充実）」の３つ

の項目を連携させる「主題学習」の授業方法として，「ジグソー学習」と「ポスターセッション」

を授業で用いた。そこで，「ジグソー学習」と「ポスターセッション」を主題学習において取り入

れる利点をそれぞれ説明する。 

（１）ジグソー学習 

ジグソー学習の利点としては，「生徒がお互いを好きになる」「学校が好きになる」「自尊心が高

まる」「競争的な感情が減少する」「学業成績が向上する」「相手の立場に立って考えることができ

る」などがあげられている。また上記からの派生として，「生徒の主体性の向上」「学習に対する責

任感の向上」「コミュニケーション技能の向上」がある（西尾「『ジグソー学習』を使った地理Ａの

授業」2006）。 

 

 

資料１ ジグソー学習の手順 
①６～７人のジグソー班（基本班）をつくる。 
②６～７人のジグソー班（基本班）の班名を伝える。これを母集団とする。 
③基本班の中で話し合い，各自（班員一人一人）が調べる課題（テーマ）を決める。 
④基本班内で，６つの課題（テーマ）を誰が調査するかを決定し，課題（テーマ）毎の「課題班」に分かれる。 
⑤「課題班」の班員毎に集まり，調査を行う。 
⑥「課題班」で調査を行った後，「基本班」に戻り，集合し着席する。 
⑦「基本班」の班員に，「課題班」で調査した内容を説明，解説する。 
⑧「基本班」からでた，疑問や質問を整理する。 
⑨再度，「課題班」毎に集まる。基本班から出た疑問や疑問を中心に，課題班の班員で，更に調査する。（再調査） 
⑩再度，「基本班」で集まる。前回，基本班からでた，疑問や質問に答え，説明する。 
⑪「基本班」の班員で，課題についてまとめる。 
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（２）ポスターセッション 

「ポスターセッション」の利点としては，「話し手と聞き手の距離が近いので参加者に合わせた

密度の濃い発表が出来る」「話し手と聞き手の距離が近いので細かな教材を提示できる」「聞き

手は自分の興味関心に従って発表を聞く事が出来る」「時間を上手く使えば，口頭発表よりも多

くの発表を聞く事が出来る」「気軽に質問が出来る」などがある。 

（３）ジグソー学習やポスターセッションの効果 

ジグソー学習やポスターセッションを世界史授業に取り入れることで，生徒は単語と単語，用

語と用語，国と国，人物と人物という横の繋がりでしか理解できなった歴史が，時代を超えて縦

のつながりも意識して捉えられ，「幅広い」「覚えられない」という歴史を現在にも関係があるこ

とに気づける。そして，この学習を展開することでコミュニケーション能力や表現力を含めた新

指導要領が目指す，言語活動の充実と科目間の関連（教科横断），現代的視点（近現代史の充実）

が目指せるのではないだろうか。 

 

 

４．授業実践 

（１）年間指導計画における位置付け（新指導要領による） 

 学 習 内 容 実   践 

１

学

期 

(1)世界史への扉 

(2) 諸地域世界の形成 

ア 西アジア世界・地中海世界 

イ 南アジア世界・東南アジア世界 

ウ 東アジア世界・内陸アジア世界 

エ 時間軸からみる諸地域世界 

 

主題学習：ポスターセッション（国際関係史） 
「宗教を題材とした学習」 

主題学習：ポスターセッション学習 

「アジアにつながる沖縄」 

資料３ ポスターセッションの手順 
①課題班毎（６～７人）に集まり，調査を始める。 
①課題班毎（発表するテーマ毎）に分かれ，一つのコーナーを使い，ポスター（模造紙）を貼るなど準備をする。 
②一つのグループをさらに，「前半発表する人」と「後半発表する人」に分ける。それぞれ発表時間の半分ずつを
「発表」と「聞く」ことにあてる。 
③「発表」するときは，聞きに来た人たちによく分かるように発表し，最後に質問を受け付ける。 
④「聞く」時は，一つのグループの発表を聞いたら，順番に次のグループの所へ行って聞く。よくわからないこ
とや，詳しく聞きたいことがあったら，発表が終わったら質問する。 
⑤発表時間の半分になったら，発表する人を交代する。 
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２

学

期 

 

 

 

 

 

 

(3) 諸地域世界の交流と再編 

ア イスラーム世界の形成と拡大 

イ ヨーロッパ世界の形成と展開 

ウ 内陸アジアの動向と諸地域世界 

エ 空間軸からみる諸地域世界 

(4) 諸地域世界の結合と変容 

ア アジア諸地域の繁栄と日本 

イ ヨーロッパの拡大と大西洋世界 

ウ 産業社会と国民国家の形成 

エ 世界市場の形成と日本 

オ 資料からよみとく歴史の世界 

 

 

３

学

期 

(5) 地球世界の到来 

ア 帝国主義と社会の変容 

イ 二つの世界大戦と大衆社会の出現 

ウ 米ソ冷戦と第三世界 

エ グローバル化した世界と日本 

オ 資料を活用して探究する地球世界の課題 

 

（２）年金学習 

 年金は，近年の日本において，ニュースなどで頻繁に耳にする用語である。そのため，「年金と

いう言葉を知っていますか。」との質問に，全ての生徒が「知っている」と答えた。また，「『年金』

と聞いてどんなイメージがあるか」聞いたところ， 

などの答えが全てであった。年金について，年金イコール「老人のため」「老後のため」というイ

メージを生徒が持っていることが分かる。 

「老人のため」「老後のため」というイメージを持たれている，現在の日本の年金制度だが，老

後，老人のための「老齢年金（一般的に言われる「年金」）」だけが年金ではない。事故や病気な

どから障害者になった場合に受け取る障害年金や主たる収入者などが死亡した時に残された遺族

に支払われる遺族年金なども年金の種類としてはある。また，生徒は老齢年金を「おじいちゃん

おばあちゃんが昔はたらいてかせいできた」お金が主な原資となっていると考えている。しかし，

日本の年金制度について言えば，ある程度の積立金を有しながら賦課方式と呼ばれるその時代の

現役世代の保険料で賄う方式を採用している。そのため，これから社会人となり，年金受給者を

支える存在ともなる生徒達にとっても年金制度は，大きく関係してくる。 

日本の年金は，軍人に対しての恩給制度から始まった。日本に限らず多くの国では，年金は，

社会保障制度の一貫として成立している。そのため，生徒が年金をテーマに学習することで，年

金を含めた社会保障制度が成立した背景や時代状況，当時の政治家の考えから現在の年金までを

課題別に調査し深めあうことで，横のつながりでしか学習しづらい歴史学習が，縦のつながりを

通しても学習でき，現在と過去の関わりに気づけると考えた。そこで，将来は納付者，受給者と

なる年金を主題に設定したジグソー学習を行い，年金について学習することにした。 

 

 

 

 

主題学習：ジグソー学習（スポーツ史） 
「オリンピックがもたらしたもの」 

主題学習：ジグソー学習（社会保障制度史） 
「年金の歴史と未来」 

・お年寄りの生活費 ・退職してからもらっていくもの 
・おじいちゃんおばあちゃんが昔はたらいてかせいできた 

主題学習：ジグソー学習（民族史） 
「民族の目で第１次世界大戦を考える」 

主題学習：ポスターセッション学習（食の歴史） 
「世界に広がるコーヒー」 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E5%B9%B4%E9%87%91


地歴公民―１－７ 

 

ア 学習指導計画 

（「関心・意欲・態度」【○】，「思考・判断・表現」【□】，「資料活用の技能」【◇】，「知識・理

解」【△】） 

時限 学習活動 教師の支援活動 評価の留意点 

第１ 
時限 
 
 

１，本時の授業内容を説明する。 
 
２，基本班で集まる。課題班，分け
を行う。クラス（４１人）を６グル
ープ（６～７人）に分ける。 
３，自分は何を課題にするか決め
る。 
 

◎最近の年金についてのニュースを
解説し関心を高める。 
◎年金に関心を持ち，年金について調
べることに興味を持たせる。 
 
◎ジグゾー学習のため，課題班の１人
ひとりが発表し，１人ひとりに責任が
あることを伝える。 

☆年金について関心を持っ
ているか。【○】 
☆課題班に分かれ参加し，各
課題毎に年金の内容を調べ
ようとしているか。【○□】 
 
 
 

第２ 
時限 

１，課題班で集合する。６つの課題
班に分かれ，課題班毎に調べる。 

◎課題班内で，図書やインターネット
で調べる担当を決め，調査する。 

☆各テーマ毎に一人一人が
調べているか。【□◇△】 

第３ 
時限 

１，基本班で集合する。基本班に戻
り，発表を行う。 
 

◎基本班に戻り，課題班から集まる。
課題班の１人１人が他の班に，自分た
ちが調べたことを解説，説明する。 

☆各自が責任を持って，課題
班で調査したことを伝えら
れたか。【□◇】 

第４ 
時限 

１，課題班で集合する。課題班に分
かれ，再度，課題班毎に調べる。 

◎課題班に戻り，基本班からでた質問
疑問などを調べるように伝える。 

☆各テーマ毎に１人ひとり
が調べているか。【□◇△】 

第５ 
時限 

１，再度，基本班で集合する。 
 
 

◎基本班で集合し，課題班で調べた，
質問事項などを基本班で伝えるよう指
示する。 

☆発表者の話を熱心に聞き，
プリントに記しているか。
【○】 

第６ 
時限 

１，基本班で集合し，模造紙や紙芝
居にまとめる。 

◎各自が他の班の情報も入れながら，
年金についてまとめるように伝える。 
◎内容を丁寧にまとめるようにする。 
 

☆教員の説明を聞いている
か。【○】 
☆課題班の発表を含め，丁寧
にまとめているか。【○□△】 

第７ 
時限 

１，年金学習のまとめを行う。 ◎配布した用紙に年金学習で学んだこ
とを書くことを伝える。 

☆他の基本班，他のクラスの
掲示物を見学し，レポートを
まとめているか。【○◇△】 

イ １時限目 

 生徒達は，教員からジグソー学習の方法についての説明を受ける。その後，生徒は６～７人の

基本班をつくる。集まった基本班員（６～７人）が話し合い，班員１人ひとりが，下記の①から

⑥の課題どれを調べるか，つまりは基本班員の話し合いによって，基本班員の誰がどの課題班で

課題を調べるかを決定する。 

ウ ２時限目 

課題班で集合する。前時に何を課題として調べるか，課題を決定しているので，それに従い調

査に入る。調査では，課題班内の６～７人の班員が２～３人ずつ図書やインターネットなど課題

班内で班員がコミュニケーションを取り，分担を決め調査をする。その後，課題班内での情報交

換，共通理解をするため調べ先から課題班に戻り，図書メンバーは図書で分かったことを，イン

ターネットメンバーは，インターネットで分かったことを課題班の班員に報告した。 

     

資料５ 学習課題（課題班） 
① 年金の歴史，年金はいつどこではじまったか。（ビスマルクの政策等） 
② 世界最初の年金内容は（何歳から，いくらぐらい） 
③ 現在の世界各国の年金制度内容（何歳から払い，何歳から貰える，いくら払う） 
④ 日本の年金成立史，制度内容（戦前）（いつ年金はできた，できた理由は，いくら貰えた，何歳から払った 
⑤ 戦後（現代）の日本の年金制度（いつできた，どんな年金があるの，いくら払うの，何歳から払う，何歳か
ら貰えるの） 

⑥ 日本の人口 
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エ ３時限目                  

基本班に再集合する。課題班で調べたことを基本班（別

の課題を調べた人の集団）で解説・発表する。解説・発表

時に，基本班からでた疑問や質問は，４時間目に各課題班

に持ち帰り，再調査を行う。 

オ ４時限目 

 課題班で集合し，基本班から出た疑問や質問などについて再調査をする。 

カ ５時限目 

 再度，基本班で集合する。前回，基本班からの疑問や質問を中心に調査した内容を伝える。 

キ ６時間目 

 基本班で集合し，模造紙や紙芝居にまとめる。 

   

ク ７時間目 

 他の基本班や他のクラスが作成した模造紙や紙芝居を見学し，年金についての理解を深める。 
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ケ ジグソー学習の活用効果 

 「ジグソー学習はどうでしたか」の質問には，「ややつまらなかった」「つまらなかった」との

答えが１つもなかった。そして，「ジグソー学習で他の課題別グループの調査内容を聞くこと」に

ついては， 

・自分が調べなかったこと以外のことを説明してくれた ・自分達が調べたもの以外のものをたくさん知れた 
・他の班の本や PC での調べ方が若干，自分達と違ってそんな調べ方をしたら，こんな情報が手に入るんだなあ
ーと思った 
・いろんな班がそれぞれ違うことについて調べているので，情報が集まりやすい 

などの意見があり，７割以上の生徒が勉強になったと答えた。ジグソー学習の感想として，「普段

知ること，知ろうとしないことをいつもの授業形態ではなく楽しく学ぶことができてよかった。」

や「自分達と違ってそんな調べ方をしたら，こんな情報が手に入るんだなあーと思った。」，「いろ

んな班がそれぞれ違うことについて調べているので，情報が集まりやすい。」「ジグソーをやると，

たくさんの情報が集まるのでよかった。」「班の人と仲良くなるきっかけ作りになってよかった。

調べ学習自体も大切だけど，お互いが仲良くなれたのが最も良かった。」「この学習で自分の考え

をまとめる力，表現力の確認ができ，自分に不足している力を発見することができた。」「各班１

人１人が，手を抜いてしまうと，ジグソーの際，しっかり発表できなくなってしまうので，この

システムはよかった。」というコメントが記された。このような感想から，生徒同士がお互いの発

表をしっかり行い，ジグソー学習の利点である，「生徒がお互いを好きになる」や「相手の立場に

立って考えることができる」「コミュニケーション技能の向上」「学習に対する責任感の向上」が

発揮された成果だと考える。 

図５から現在と過去（歴史）をつ

なげる授業を目指した点では，７割

以上の生徒が意識出来たことが分

かる。 

ジグソー学習で展開した年金学

習について， 

・年金って言葉は，聞いたことしかなくて，よく意味とかわからなかったけど自分も年金にあと少しで関わる
ことになるから，年金について学習できてよかった。けど，基礎知識とか何も知らなかったから，本とか読ん
でもよくわからない所が多かった。もっと社会的な知識を増やしたいと思う。 
・まわりのグループの発表をきいて，学ぶことができた。 
・ジグソー学習はグループによってテーマがちがったからいろいろ知れたし，よかったと思います。ただ，私
のグループのテーマは意外とむずかしく大変でした。 
・年金についてよく知らなかったけれど，学習してみて年金について知ることができたよい機会になった。ジ
グソー学習をしてみて，お互いに情報をきくことができてよかった。 
・自分達の班は世界の年金について調べたが，日本との違いが比較することができたのでいい学習になったと
思う。もう少し日本の年金については詳しく調べていきたい。 
・社会に出る前に年金について知る機会が出来て良かった。 

との感想があった。特に，「最初の年金制度を学ぶことによって，ほかの制度や歴史的背景も知る

ことができました。今の年金制度と昔の年金制度を比較して，年金について考えることができま

した。」との感想が得られたことは，現代と過去のつながりを意識し比較して考えられる授業にな

ったのではないか。 

また，今回の年金学習について９％の生徒が「勉強にならなかった」と答えたが，残りの 91％

の生徒は，「年金についての知識がなにもなかったから」「いろんな知識がついた」などの評価と

なった。９％の生徒の感想としては，「ジグソーを終えて，自分の班が担当して調べたことについ

ては，それなりの知識を身に付けることができたが，ジグソーの班では，ほとんど詳しいことを

学べず年金について漠然としたことしか頭に残らなかった。年金はこれからの自分に必ず関わる

6%

64%

15%

15%

図５ 年金学習を通して、「現在」と「過去」は意識できたか。

意識できた

やや意識できた

やや意識できなかった

意識できなかった
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ことなので，いつもの授業で学びたかった。」「調べる時間が短すぎた。」などが理由であった。授

業者自身のジグソー学習についての理解不足や指導不足もあり，このようなコメントが寄せられ

ることになってしまった。今後は，授業者自身が，学習方法についての詳細の理解，生徒の実態

にあった時間配分などの授業作りをしていく必要性を感じた。一方，91％の生徒の感想は，「年金

について，普段知ること，知ろうとしないことをいつもの授業形態ではなく楽しく学ぶことがで

きてよかった。」「年金は，退職してからの生活費をもらうため 40年間払う国の営みのようなもの

である。」などのコメントが記された。特に，年金学習前，「おじいちゃんおばあちゃんが昔はた

らいてかせいできた」お金が主な原資なっていると考えてきた生徒達が，年金学習を展開したこ

とで，「これから年金をもらう人々の生活を支えるのは私達である。しかし，私達が年金をもらう

側になった時，支えてくれる人がどれほどいるかは確かではない!!」とコメントができるように

なったことは，本授業の大きな成果であり，「過去・現在・未来」について気がつけた授業となっ

た。 

（３）宗教を題材とした学習 

 世界史Bの新指導要領「２内容」の「（２） 諸地域世界の形成」の「エ 時間軸からみる諸地

域世界」には，「主題を設定し，それに関連する事項を年代順に並べたり，因果関係で結び付けた

り，地域世界ごとに比較したりするなどの活動を通して，世界史を時間的なつながりに着目して

整理し，表現する技能を習得させる。」とあり，宗教などをキーワードに授業を考えることもで

きることが記されている。 

 イスラーム，キリスト教，仏教の三大宗教をはじめ，ユダヤ教，ヒンズー教は，世界史を理解

していくだけでなく，地理や日本史，政治・経済などを学習していく上でも重要な内容である。

宗教について学ぶことは，新指導要領の地理Bや政治・経済などでも触れられている。そのため，

宗教を題材とした学習を世界史で展開していくことにより，新指導要領が目指す，「科目間の関連

（教科横断）」した授業が展開できる。そこで本授業では，「諸地域世界の形成を理解し，歴史的

事象の前後関係を把握しながら，因果関係を明らかにする」ため，宗教の内容にとどまらず，こ

れを軸とした国際関係を考えさせる授業を計画した。 

ア 学習指導計画 

（「関心・意欲・態度」【○】，「思考・判断・表現」【□】，「資料活用の技能」【◇】，「知識・理

解」【△】） 

時限 学習活動 教師の支援活動 評価の留意点 

第 1 
時限 

１，本時の授業内容を説明する。 
 
２，ポスターセッションの説明を行
う。 
①６～７人の班をつくる。 
→７人の班を５つ。６人の班を１
つ。（41 人クラスのため） 
②班長，副班長を決める。 
③自分達が調べたい宗教をきめる。 
④キリスト教カトリック，キリスト
教プロテスタント，仏教，イスラー
ム，ユダヤ教，ヒンズー教 
⑤調べる内容を決める 
・その宗教を創立した人はだれか 
・その宗教の教え，考え方は 
・いつ成立したか 
・成立した場所，地域はどこか 
・どこで発祥したか 
・現在は，どの地域で信者が多いか 

◎宗教対立から最近の戦争が起きて
いることを説明する。 
◎宗教に関心を持ち，年金について調べ
ることに興味を持たせる。 
◎ポスターセッションは，自分たちが
発表者，聞き役両者を担うことを伝え
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆宗教について関心を持っ
ているか。【○】 
☆グループ分けに参加し，各
班毎に宗教の内容を調べよ
うとしているか。【○□】 
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・宗教が絡んだ戦争   

第２ 
時限 

１，図書館ガイダンス及び調査。 
 

◎各班が担当する宗教について調べる。 
 

☆各自が責任を持って，調査
しているか。【□◇】 

第３ 
～５ 
時限 

１，調査及び発表資料作成。 
 

◎各班内で役割を決め，宗教について調
べる。 
◎模造紙づくりを行うよう伝える。 

 

☆調査に熱心に参加している
か。【○◇△】 
☆発表に向け，丁寧にまとめ
ているか。【○□◇】 

第６ 
～７ 
時限 

１，各班内で，前半，発表組と聞き
役組，後半，発表組と聞き役組を決
めた後，班員がそれぞれ発表，聞き
役をする。 

◎発表者は，聞き役に対して丁寧に発表
を行うよう指示する。 
◎聞き役は，メモなどを取りながら聞
き，質問を考えるように伝える。 

☆発表がしっかりできている
か。【○□◇】 
☆しっかり内容を聞きいてい
るか。【○□◇△】 

イ 宗教を題材とした学習の分析 

   

今回の宗教を題材とした学習について，授業に参加した全ての生徒が「勉強になった」「やや勉

強になった」と解答した。このことからも宗教について勉強する大切さを生徒自身も実感してい

ることが分かる。また，「ポスターセッションはどうでしたか」との質問に対して，90％の生徒が

楽しかったと解答した。「ややつまらなかった」と解答した 10％の生徒は「他の宗教と関連性を

調べてくれる班が１つあっても良いと思う。」「地図に広がり・発生とかまとめて見たい」「他の班

の発表時間が短く，全て記入できなかった。」などの意見であった。他との関連や地図については，

新指導要領でも重視されている点でもあり，世界史授業において今後，展開する際にも，授業の

工夫・改善を行っていきたい。また，発表時間については，ジグソー学習においてもだされた課

題である。教員側が事前に発表時間を伝え，その時間内で発表ができるよう生徒に練習させたり，

手助けする必要性を改めて感じた。 

 「現在と過去のつながり」には，43％の生徒が意識できなかったと解答している。その原因は，

今回の授業では，上記にあるような「他の宗教との関連」が弱かった面が関係していると考える。

今後，ポスターセッションを活用し宗教を授業で取り扱う際，改善を要したい。しかし，つなが

りを意識できた生徒からは，「宗教を調べると色々な歴史が理解できたし，宗教と宗教とのつなが

りをしると意外に面白い発見があった。」や「宗教内の戦争のところで自分の知っている宗教がで

てきたり，うちらが個々で調べた宗教の中でも起きてきていて『あ！さっき聞いた！』みたいな

こともあった。」とのコメントもあり，つながりを意識できた生徒もいた。このことは，生徒は単

語と単語，用語と用語という横に繋がりでしか理解できなった歴史を，時代を超え縦のつながり

も意識して捉え，歴史を現在にも関係があることと気づけたと考える。 

 

５．実践の検証と今後の課題 

 過去と現在のつながりに気づかせる世界史授業として，Ⅰ社会保障史「年金の歴史と未来」，Ⅱ

スポーツ史「オリンピックがもたらしたもの」，Ⅲ食の歴史「世界に広がるコーヒー」，Ⅳ国際関
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係史「宗教を題材とした学習」，Ⅴ民族史「民族の目で第１次世界大戦を考える」各授業を展開し

た。本研究ではⅠとⅣを取り上げジグソー学習やポスターセッションを授業論として用いたこと

で，それらの学習の利点が得られたことを紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，本研究の目指した教科横断（科目間の関連）や現代的視点（近現代史の充実）について

も，生徒からは 

・年金の誕生から現在のことまで幅広く知ることができてよかった。 
・年金は現代人の僕たちにとっても絶対に必要な制度だと思いました。 
・高校の授業では，なかなか調べ学習がなかったので，とても楽しかった。グループごとに，違
うことを調べているので，ジグソーをやると，たくさんの情報が集まるのでよかった。 

と言った感想が得られた。本研究の目指すものが生徒に理解されたと考える。 

ジグソー学習やポスターセッションを授業論として用い，主題学習を展開したことで，現在と

過去のつながりに気づかせることができるだけでなく，聞く，伝える（発表する）といったコミ

ュニケーション能力や表現力の向上も可能となった実践となった。 

一方、ジグソー学習やポスターセッションは、準備時間が確保されなければならず、年間の指

導計画の中にどのように位置付けるかが難しい。授業内容の精選が不可欠であり、課題としたい。 

 

６．おわりに 

３年間の小学校勤務から，念願の高校勤務となり４年が過ぎた。まだ経験年数の少ない私にと

って，「地理歴史科・公民科のそれぞれの科目の授業をどう展開していくか」は多くの戸惑いがあ

った。昨年，５年目研修を終えたばかりの私が，世界史で２年間，研究ができるのだろうか。そ

んな不安の中での教科研究員のスタートであった。 

しかし，教科研究員の２年間は，地理歴史科・公民科の授業で，「生徒同士，生徒と教員の学び

合いを高めるにはどうしたら良いか」と考えてきた者にとって，重要な研修の場となった。特に，

毎回の研究協議会では，地理歴史科・公民科の先輩である指導課をはじめとした教科指導員，教

科研究員の各先生の授業見学ができたばかりでなく，各先生の授業実践を伺えたり，授業の工夫，

改善などについても指導や助言をいただけるまたとない機会であった。これらの場は，私に大き

な影響を与えてくれた。重要な研修の場を私のような若輩者に与えたくれた，指導課及び教科指

導員の各先生，松戸六実高校の校長先生をはじめとした先生方に御礼を申し上げたい。２年間の

教科研究員で諸先生方から得た，教科や科目，授業への情熱を決して忘れることなく今後も教育

活動に励んできたい。 

「生徒の主体性の向上」についての感想 
・最初，自分が調べた所はあまり書くことがないと思っていたが，もっとよくしらべると新しいことが

どんどん分かっていき，楽しかったし勉強になった。また，こういう学習をしていきたい。 

・自分が調べたことと関連づけて，他人の調べた事が聞けるので，いいなと思います。 

「学習に対する責任感の向上」についての感想 
・各班１人１人が，手を抜いてしまうと，ジグソーの際，しっかり発表できなくなってしまうので，こ

のシステムはよかった。 

・１人１人がちゃんと調べたり理解しやすいと思いました。 

「コミュニケーション技能の向上」についての感想 
・班の人と仲良くなるきっかけ作りになってよかった。調べ学習自体も大切だけど，お互いが仲良くな

れたのが最も良かった。 

・みんなと協力して取り組むことができたのでよかった。 
 


